
大島分場



 マベ戸1舳仰佐パ榊ψの増殖に

 関する基礎的研究w

 ̂幼生の飼育とその適正餌料

緒言

 マベ真一珠養殖の母貝不足の解決策として,昭和31年度から人工採苗試験を手がけれそして

 昭和33年度に初めて附着稚貝が得られて以晩→高の人工採棺の方途は確立されたが,その後

 毎年附着稚貝は得られても,採苗を事業化するまでの憲二産には至.らなかった。これには幼生の飼

 育条件に幾多の問題があり,あらゆる角度から方法を検討し.昭和37年度には,まず餌料生物

 の大量培養を目標に.餌料生物の培養室にはルーム・クーラ'を設置した。その結果培養条件は

 よくたり,培養も安易になつた。そして,i百トの餅科生物てIも,好条件下で培養されたも一のの方

 が.幼生の解料としても好適であることも当然1考えられる点から,採苗に有利になったものと考

 えられる。

 しかし.いま圭て1蔓耳料として使用してきたMo・“一∫ρ・は昨年度の結果からも.必ずしも好

 適種とはいえず,培地にフ.ドー糖を添力けることから,飼育水を汚す恐オ1も.あるように考えられ

 た。
1)

 →貴に,幼生費ヨ育には,}牡→0育耳料よりも亨昼合した方がよい系書身壬を見出すて=^あ戸、う,といわ土し

 ている。カキ幼生の飼育などでも数社の餌ぺ1を混合して与えたゴ,㌧合のプラが,単一餌料によるより
 も'、k長もよい。2)しかし,どの稚揮の餌斗一を混合したら,よりよい結果が生ず三,かは,マヘに
 ついては明らかでたい。そこで,これら艀キIlの問魑は幼生の飼育に亜残な点と考え,各餌料適種

 の選定,投餌二'量の適正を図るために試験をなした。更には,カラス容器により,容積の割に比較

 的良い採菌率を示したので。こ幻らについて報告する。

 報告に当たり,始終御指導を戴Iいた当本試瀬戸口技師に謝意を責す{一。

 材料と方法

 a)供試母貝;瀬戸内町瀬相湾に遮不養成した3年以上の潮貝の中から生殖腺の発達したものを
 丘ひ,受'精の前日に分場地先の海岸に垂下Iしておいた。

 b)飼育海水;大島海峡の東中央部の表面水を手刷(し腕;掃綿及び渡紙(κ1)で漱過して蜥1し旭沌
 過の際・漉過海水に綿くずが混入就いように脱脂綿をミューラーガーゼで包んで目_トに挿入した。
 c〕飼育容器・餌・料化鞍試鮎ては、5名ビーカー4価及ぴ角型ηラスパット(20c"×15c柵X
 17Cm)12個を使用した。流水式水槽では,」11記角型ガラス水槽2個を並べ,両水槽の問で通
 気により崎背水を循理か功せしめた。

 ・)人工受粉;昨年までと同様吻脆・}・つ1・N・・%海水処理1により受精せしめ。
 受精卵の沈條には,できるだけ衝一撃を考えないように静止沈澱法によった。

 c)飼育法;媒粘後流樵により・""40"・及び梯子の残余を除去した卵を3～5-eビ}ガーに
 収容し,rγθo危。ρん。～幼生となり。浮上したものを更に5名ビー力一反ひ5～84カラヌ

 ・。39一



 水朽に肌,・一、パ'史'i・亡遂げた〃{幼生f.三けを吉÷二捕蝸1に収'llした。
 助士け舳一1フ1,5CC当セ;,2低成いlIよ1■三れム;」=1t一斗、'1・・{し,1・一1j'.・1.ザ;二;一}二三∴・:ljくしたっ

 換水'..は,.;江常毎1」1目角育水の十分を1疋、～.〃ソ:沽'ぺ、訟;=仁'てばまとんど全:に近い換

 水栓作屯.行一」j「ヒ・11戸游幼生川一111中心.・め釣下ゴ水の¥1,三を引き,洲二た山11{、,水を1一・1青本源の±G.5

 ℃内≡・二温度計1j妊した一二つち,サイフォンにて艀、う・に注7、し.こli一ア竜一・糺三↓に一・二〇てからは注排水を同時

 にfテーケった。

 fl・一音水指け={。i年と11・」はコノクリ}トタノク1ぺ浸して,勺育水濠の変化な少なく十・三ように留意し

 た。幼生の箏;'科には一一肌叶。〃,ワ“,一v“叱。“6〃リ∫ρ、、〃舳α6^〃弓

 r“I〃。れ。㍑・"θπα岳5ρ、・及ひ0λα}土口“τ0J・手6mpZo"'などを
 映し,含IT料の比■較試演てば弟1=表,1;42表O如きカ、人て純:=写し,その他山水禍では"ω川。;"一
 …・5尺1丈こ..〃。ア。、。.。祀。ピ5,o、。～1。,。。。02川・そCあて,0ムσ{一・
 “τ州"肌μ㍑を2,OUパ川シCC純鮎計差異吐。肌た。

 結果と考察

 1.蝿育和…地

 ア月29日から9月6目まで8回に'吾1って人工・史料を行伽・颪」半4L1」までの矢.斗二:・こより得ら

 れた幼生は36名～50老一容水かめε個に収I合し。3月6目受㍗の幼生は4.5老一角1'lI■カラスバ
 ットS1岡及ひ3左角型カラスバット4個に収容して解朽別化申入試敵に供しん、、1.かし、ユーi1榊一±一わ
 ム=・て出・生アェ■!山をしていたこ{しらσ)幼生は,いずれも2週11I」]当たりから三1=、1でさ一ユくたった。

 このベニ死1o〃.内として,塩;'ヒビー二一ル製のタノクに飼育水を貯水すると,飼†1=水は辛・.キ・1の粘1胃

 た汽癖七'を生じ,ために幼生かそれい=繧墨絡して枯動不能になることが斗1」μ一」した。

 ・そこで,8月22日・29日の父加については・改めて己6～50名(111問)9コ名(一問)

 の水かム^。1り他,15eガラス水増2個に収容し,9月6日の分け54一ビーカ・引灼によぺj解千;士
 比較剥I舳〔供した他,15石ガラス水槽1欄に収容した。
 これらレ'⊃うち,附竜一村=貝まで.成長した力」生.は、8月22日以降3回;'こわたろ'ノ庁.止∫.1分で,な

 かんずく,最も支・岸峯も、.ヒく,正常な発中を示した9、目6日支秘・D分が帆。1{も順.諾であった。

 また,8月22出ミゴ■ψJ幼生を収容した15老一'{}ガラヌ水増では。毎日の歓祭も容易で。そ
 れに吐、,じた三!。騎膏j■」」かできた。その采、」〒果,16日目唄から槽底1・こ化1奪して回怯辻量。1するもの:コミ

 多くアピ〕,23日目に:寸.早くも附着稚1月.1値fドが言息κ・ξ)il、た。

 前半の知育て=、塩化ビニール製タンクに→脇・水し'し銅=自j・水に使うと,幼生は'樹j」不能にた

 ったOしかし,これを更に漉1帖して使用幸ると幼生の迩"には何ら異状はなかったっこむため

 塩化ビニ・ルタンクに貯水した海水が幼生に一与える影嘗は化学自一.1たものではなく,単に淡吉,'よ的

 な陣占二としか考えら百LたいO

 2.餌料生jカの比屯(ムび適正。技=耳量

 目鼻・オ虫の勘手料

 8月6H多、.柚の幼生(平均殻長80.3μ)を12個の水増に収」、∵した。途中畑育〃失敗に

 より蝿孔をみたか・㌣L小汚=11日1ψ〕縦コ～こついて一!止;の崎向を1ミi!ることができた。
 糾科月i」には』Vω川OOん4け川∫ρ.及び・M`O“α6μ`か成長,歩留ψ⊃点

 で良好で山った。11日までの」μ111上て・1丈〃αππo.(201100ノ⑩,〃〃。α4.(20,r」0〔1
 /㏄)か貞へも良い・l1・.を示したll・,151・];・1+似戦が!lた.・二束細1一期わパ・。

 一“n一一



 しかし.ル、、。.τ。.,。1∫・。～α・.・.・パψシご・カ・て1つ一冶111,1・ともに似率帥かっ
 た。この川で,舳・ハ1.・1Hバいす}ψ1・')点で't・投鮒の多いも'っ看1一夫箏
 鮒1て鮒し,少いフ=・一れ1-lll.∵って生イllしたlI・・服・1点でけ榊一一1グ〕多い方が良か・{
 刀皿、,、〃、〃。差立.。、。。。。1。(・.・し・“"州)に於て1よ一日榊士すべて敬
 して肥柱=ピ=1,!た,(・、1〕…`'川/・・)第1ダ→ユ桝の比封=

 llll㍗㍍㍍りと!l!榊一、一㌣㌣
 1Ilよい1一戦示さたか・たいと・鮒Il'!期…こわた・1川一。一1。.。1。。。・

 々 1㌻二∵∵三二1小修∵寸土喜
 吐30._.2型。一

 にと11;んらlI～吃た・≡一'1{f・か}」している。1。.。8則
 0んα"一一16パこついては培。一,、岬沖・.・0百一

 納}}沽㎞・十t支、寺と
 ,=1㌻∴、,二㌶二∴、∵。;ニリ1.岬は、」L叩讐・
 帆'、.ヰ・i.色・'1.,1、ギ、い'1かった・一jて・j一」・I.飼
 」!で吐、」、L。れ虻、純パ]・斤ポfl・1・i一μ,州ω川1・元川け∫ll.=こ0い"度二
 μ“.㌃ピ、量入して.11二㌧.L.二。
 二、、織:一。。Lψ、」」口く,水枯1.・の,い出～1・…川H・ψ舳を鮎した場合
 が戊辰,抽り・つ.点て比/、1.的良い緋を示しれしかし・こ1しらは一～川α川舳帖。・の
 年イ手=11の㌧一!、と・・」一、l1一こ牛に..1,一㍑は・・』1州;・・㌔カ・{水槽・のルM・∫凡鮒]では
 7日1日馳ろ1蝸・j.か脹湖し,幼朴.鮒:ビ波少
 し,榊1カ蜘舳水1滞1、・に比して舳,第2表混合榊の比較
 [貞、う・らア^8千。川,11'バ1むいゴ・一パ、・Hろ。
 ρ他兀α6乞色6zα{oγま{o4`o苦“.三・合;1一'⊃、・

 ても2し1一目11、こ1二鮒1れlI鮎tし,一仁」・!{一一は
 幼生、リ大二きにt・い・一人1主かコた。

 水神.1.2ては倣頂淋j」ずつ!l:!'1・ll.1粗1・角州び
 ㌔オ洲一雄全た状路か芭,{、{された。

 以上のjr二■一凱・;よ混合餌乍≡D上ヒ…。圭から.マベ幼生
 の餌料としては」^o何α∠.・へ㌦川"、一生不i」I
 欠.〕ものであ1一,これらに。ム.一別μ用を
 鮎した.1㌔合は,舳畔粋ガ点.泣れ・上二
 い精果を生舳す点ヵ・ら,・い1刑{・も±た好逆1市と!えら沽雛榊点で苗ま
 多く投与した一船は戌.舳1/てもル・チ1い・ジ1梅舳紳の面からい・影はヤL遅れ
 て・う蛸り、⊃よい方,・な11寸1・」州キ・少府く伽・をチ}舳プベきである㌔

   ''一1'
   ■一皿I

   κ■^キ物」揖餌量
   一0一■.'一一

   M.orリαz。5,000

   1○ん3切加皿2,000
   ■■

   ～戦卵.5,000 
  
2

   ρみ一εη6伽2,000
   ■■一I'

   地ππ・.5ρ.5.000

   3j新丁可止LL   2,000
   一一一〇一I''o一一'一■■'00LI

   M{θ何σ～。5,000
   4■■一''」''I
   山。`〃れ。6oc`α2,000

   一⊥一

 一`〕一



 3流水中の飼育I

 4.54容角型.カラスバット2個を並べ,1個には幼生を収容し。片側は濾過海水を満たして,

 両水槽の問をエア・ポンプで常に循環流動せしめ,換水は2日に1風片側水槽の全量を取換え

 た。餌料はNa1川。.(10,0000"'“ノ㏄)σ4o{πρれ"(2ρ0口θ"^/むC)を与えナ島
 これの戚長を同一餌料による5/ビーカr2)幼生と比較してみると,17日目には止水の場合.

 175石Oμ(5個体の平均)に対して,流水では17946μ,27日目には前老が22994μに対
 して後者は231.67μとわずかに流水の場合が大きいが。大差はなかった。

 止水状態では16～20日頃までは幼生は浮游生活をするが,この流水中では3日以降浮漉す
 る幼生は慨んど見られず。槽底の`角に密集していた。これは流速にも問題があるか,流水は幼
 生の運動を逆。て妨げるようである。また28日目には急激な減耗がみられたか。通常止水飼育
 でも附着前にはしばしば減耗カニみられているので,その原因カ帯に流水と関係があるとは考えら

 れない。

 4容器と附着稚貝数

 飼育容器の容積一反ぴ附着稚貝の外海放養数は第3表に示した。

 毎日の飼育管理は1行ト方法で行なっても・同一存著…によって採苗教は全く一定せず,容叢の大き
 さによっても規則的た採苗はできなかった。しかし,容器は柚・めの他,15～カラヌ水槽及ひ一

 54ビーカーなどを使用し一たところ,総体的に水かめよりも容積の小さいガラス水槽のカが極端

 に多くの稚貝か得られた。これは,カラス水11ψカが幼生の蔽亥{か充分にでき,幼生の活動状況
 によって換水、1投餌など飼育の操作が容易なこと,浮雄幼生蜘旧1中に・定の照度を要求するので

 1まな、・カ・,カこどカーj考一えらねる。

 また,了コヤカイたどでも,表層を游泳していた一山は附苅其」」になると負の趨光性を示すとい

 われているか,マヘに於ても透明なカラスオ・、枯では鮒港してもいっこうに殻の着色がみられない。

 それに反して,不透明な水かめの鳩合は附充以後の成長もよく,黒色化も早いことから,浮渡期
 と附売一期とは異なっプ瑞度を要求するものと考えられる。また,イガイ,7サリなど2,3種につい

 ての天伽。場合ま,租貝其!i。⊃初舳〔は日光に曝露されると色彩は濃くだり,日陰では薄くだる3〕
 といえ一1れており,室内に於ても実験的に確かめられているか,マヘに於ではむしろ逆の傾向を示

 すようである。

 随一着稚貝は11月2日(140個),6日(695個),8日(1,ア01個).l1日(912.燗)
 合言13,448個を瀬札湾に垂下着放した。

要約

 1.アンモニヤ海水処理による受枯を行ない・幼生は5,15/容カラス水槻36～90～容水かめ

 て飼育し,また,幼生.の収容密度は飼育水5㏄当たり約2個或いはそれ以上の高密度に収容して合

 言1・3,448個の碇貝を得ることができた。

 2.マベ幼生の餌料として単一種を与えた場合には.M{け0α6μo,一V舳π“〃日・・～

 卵.か幼生の成長,生残率ともに良かった。培養の都合で0ム."肌μ㍑は単一種投餌

 の比較はて;きたかったか,"θroo～αハMα下川00μoパ3卵に0九.
 3…mμ㍑・"0π“5ρ.,刀舳α""れ岩け㍑θ^O圭αなど1をm～した場合
 には・いすねも0ゐ。5{肌μ㍑を混じたものが良い結果を示したので、ω."〃〆㍑も

 また好皿耳'1・と{えらオtろ。

 一“2一



 、1∫Oπα3.刀mα6“"αを混合したものは短川川で幼生の減耗か生.じ,殊にMOHSの

 場合はCん."冊μ㍑を拠含したイーのに比して,15日目頃には7～8日間位の成長の遅
れかみられた⊃

 3.流水中の胴育では止水の場」合と成長に大出土だかったか,正常の浮辞貝州1中に槽底1ノ⊃一個に
 密集することなどか1)・飼育水のし允市j・はか幸.・て幼生の込1利を効けろようで友る。しかし・これらは
 .更に柳.速や装1金ノ.rとについて検討寸ろ必要か在・ン11o

 4.大型し一1〕一水かめよりも'j・型のユ勅1プ.〔ガラス水椚一」⊃万か蓬かによい析郎・=を示した。しかし,附
 溝稚貝以後の成」一ミ.殻色だとの点て1エ水かめ。リフJかよい糸.岬.竹二した。この事から幼生の浮遊
 期と附着貝」」の生一育には異そ〔升岬.度か関係するように1考一え～1ろ。
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第1図  単一餌科による成長比較



 第2図混合餌科による成長比較



 いせえび(俗称あかえび)のふ化。杖び。幼.生'飼一音試験

緒言

 イセエビ期に関する増殖は元来蓄毒だけが行1をわれて卦り,幼生から親エビまで養育するような
 積極.的姑殖法はまた雌立されていたい。それの基礎試畑として各地で幼生の飼育を試みてはいる

 か,いまだ,稚Iエビの段階まで飼育された例がなく,イセエビの養殖は全く見透しかつかぬ状態てI

 ある。

 また卵は為エビが抱卵した状態では生.費・或いは水槽などで容易にふ化させ得るか,親エビから

 卵を離した垢合の。気化ヵ法1.=はその装置及ひふ化後の形態に問題がある。

 史にイセエビの触禁当初には,いまだ抱功・したエビか水揚げされており,何らかのカ法で卵を

 似.謹することが痛感される。そこで,イセエビ埣殖の基礎試賄として卵のふ化からフイロゾ■マ

 の11焔を試み㍍その結果,幼生の飼育では第6期ワイロソーマまでの飼育にとどまったが・卯のふ
 化には通気による比較的簡単な、弓法でふ化させることができ,将来幼生.の..ト化放流を試みろこと

 は資源i呆護の上メ1・ら決して無.駄r=Iはたいと考える。

 l:1倫は初めニシキェピ・ゴツキェビについて行友う予定で1らったが材Hか谷洲こ入手できない
 ので.亀美大島各地'こ1、^多く水湖寸さ才」るイセエビ其1/の」・1、,俗称"あかえび"(秒1不明)に

 ついて行・そり、た。

 材料と方法

 6月中旬の葬,漁川1沖に特別個…捕占'r自」により抱卵エピを採打糺,その甲からでさるだけリ11力発

 生の進んだもの,採捕の際、親エビの傷の小さいものを逮んでふ化に供した。

 親エビ抱卵の状態でふ化せし占㌧ろ」二,合は80㎝X100αηX50cmの塩化ビニール製の循壌小

 憎(NHs式小憎)と・野外では木製の生費を使用し六らまた・親エビから卵をψり離した場合は
 第1図の2つの装置をf1土い,1岬j育水は水温調整したのち毎H1回全旨!を換水し,卵塊に死卵が発

 見されたム合は映水の陰に除去しれ装構は冷却タンク中に浸漬して水1温変化を七きるだけ少なく
 するように帽.汚した。
 幼生州“括では,通気装置にてふ化し
 た幼生を13cmX17cmX17c唖のカラ
 ス水仙8他に収容二して用市しナら

 餌州まつIルテミ了刀他ウニ,フ.ジツ

 ホ.カ」'圭三ゾよどを言史片えっ■る言十;劃て1“あつナこカー,

 これらが容易に人一手できず,了ルテミア

 のふ化当初のノープリウスだけを一与える

 、にどと'まった。

 貞{有=カ〈oま漉搬と地き月旨赤片にて糸斥缶=に出量過

 したものを毎日全量を取換えた。
 幼生の測定は出来るだけ脱皮直後に行1
 うように1、、乞が,4,5,6ル」の幼生では生

第1図  .ふ化装置



 残尉」・I-1・少咋く、・ったので,大方肺支千=一書1死した士のについて湖I一定Lた。

 結果及び考察

1.ムーt

 ①∵.〕1」'、ll.、でけ穿j1一・辿安徽f軌塊は底に沈下し,中.い・ll!久方行F、タパ切～士常時流出■」するが・
 りr・い連1～1、は班・ト.脅.雌.を島タ.三・ことにたつ,jl」気音11とのヨー1渦1・㍉・思うようにて・きなかつたOこの場

 台3日目まで・は二=の先生1,1は荘常1王1土かった/・,"Hl'rから」引・、1不透榊1たり,血液.、l1列が

 不}にア・ころら。リ..。多く,帥`九功■けわすか吾こ兇㌧れた〇三=して5日目にけ4.旧`した。

 ⑫・j二1挺!一一一1.で.t,一・'・!一.く、一i二く卯.榊主イ■ア止せ干,倖一1」ゲーリilj」'二1ヒること・^て一きたOそ一ごて、卯岬を

 てきろたけノ」さくし,3～キ■一フラスコ」'」てユ～5・F,i;;」;1111一柾r二・1}.。二r1賓負1して卯迎を11ノ谷

 し六二缶jヨ.L13日E1に。工赤'180%hえ.rL1一『j.墓、イL壱Iみノこ。ふ凸.Lた々プと斗1生一hめて毎i二全て“{った。

 こ'」ようたふ化カ」だllし,.ξ、山カ、=進。た:一一二{:こrて{天一!:L1三一{・.・㌔ナy1'・・;・・1-i佳.議・∴)・=;㌧牛“1二1寸・て・

 るだけ衝」蝉を一々えたいように注…し,また手1-1.一“■㍗一一"=∵ノ=た狸に水中)j・桜く.二㍉'←はこの

 水直に件.μオるからふ出したも1一か6榊一別容器1r二手ψ一rことが月1一姓イ.三・.ろコ

 しカ・し,早く」二一=付ろ功・」のj吃'生段1把,功;二」三しつ与又淳・1.1.1..尽・[一tど1'=.しり1山一し㍗いt、・ネ占果か得

 られ111とに;折らない。」.・て・,これらは1だ1・L1苅,討寸る必一・。が～二。

 2.一二り」』・つPll」τ」

 前;北ノ⊃ふ化ヵ一し一てリ=1れた.一」{七は,二!.3ドまで5～7μhフスジヤー4燃二似ドしナニつち,

 キわ・^てf生土なも∴、・・二31膚一=ジ'1.・;;!プー'ラヌオ.1-1二一'.イIした一、。1しi・こ,」;,:1」・レ≒モー・.μ・1^1夫ピ.」捌

 く.1水i一、1一,・.た1バ」～己4、.で.1一った一一㍉三』1引I・㍉ダ1死'ザ」1・いバ・二・〈,～2〃二は21尾,

 。一1・引U'6j一報,'=4、パー一,,51㌧1,一,、一二.lHl'一'一一←一'じLた。・.。.)1一三」に外1∴脱皮11王の臥長

 …ゴ{一2一表に示す。
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 収容.軍、釧;1よる当初の難死寿1には大差はなく,特に多く収容した水槽一に高い鑑死率か…臥〕れる

 ようなことはなかった。各3㍑g“に於ける期庁、」は島2・表の適{'てあろ.:{.イー一・エビーP口肌皿一

 "㈹・・∫σ1〃呵{・・の川(5～7口),3期(6～7日),4典1一(ア～llH),5ル
 (・～・・〕,・則(ア～川」〕1)に比して,今回州・かえひρ舳・1〔1バ戸・の
 場合は長期にわたっている。

 しかし・これらは飼育条件にも姜違があることも考えらオ1る。また・5,6期て一は生残数カI少府くな
 ったので.この貝jjに史に二歩くの個体を飼育できたら,また幻妙固で脱皮するものがあることも二ξ

 えられる。

 岬牟1にけ余り浩子1=童な息j王1-1をしないものを込ぷ芯味か1一〕,か化佼4i一目・ノ)ワイロソーマ}・二はフ.ノ

 ガゼの字〃、jのフλテウメをアルテミアと}」{合して々一・えた.ところ,了ルテミァほどプルテウス

 を活発に甚ξ巨耳する吠熊舌よ謝宍で}きたかっ仁=これはニノイロソーマの左ク1上一昨1二.し;=,こと
 よりも,プルテウス幼生は餌=1として余り小さすきイ、ために,桐食し1・二くいもの・のようで一ムア・O

 また姓全なワイロソーマの中には,ワイロソーマの死骸τ弟4肢脚て'ひざIずりuしていろく,の
21

 、七・トり.あたかもそオtを食しているか4)ような状態の4、のかしぱしば見らかだ。庄島コはクラ

 ゲに附浩していんワイロ1ノー一マの生起について勧告しているか,このように一死骸をひきゴり同じ

 ていることか何1王jかに附指寸ろ者1性・を示すものかは明らかでない。

文

 1)蜥～lll=イ・しニピ∫・α几・4一川・リ屯戸パ"。いのフイロゾr幼生の
 脹皮と」人kについて,腺入水ア字干礼記妾・,■1/.11,一侑1

 2)γ1バ。ん呂∫"・リー…用口・∫0γ・こZ・〃㍑〃'〕刀γ工Z0∫0一一∫■4∫'〃一4βノr0∫I

 一化011〃一州〃.V1+;r〃∫上五〃一・町∫∬1字1坊占阯629.、舳

担当者椎虜久幸
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昭和38年度

定置観測

 知・日の気象,海象の変化を観測し,漁葵,浅伽i砿のj一悔二1斗とするため尖兜した。

万法

 一時也日午自t1コ眉二`一一後

 垢所,ゴ、li!分{一^ミー水耐一'

 錬測項目紙;天1・{1,一・i力。燃,!吐高㍑1',崎出、
 、海象・波μ.うねり,水池,比重

 j費二jl」碁こ..)とオjり。

 如:ゑ1維・水洞・崎二iミ1・;は三7靴と㍗比較一6歩・・二・⊃
 比正1工毎口竈測した,ト,15℃…負〃.ゲ'1」州い,からの拙}j。{llゴと州力併存・1不審な点
 カニオ【った`りて'山一べしプ〔カ、・〕六二〇.,

 一μ9一



 第1図の1
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 第1図の2
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餌料採捕漁具改良試験工

 棒受縄導入の基礎調査

 大島郡カツオ解料採捕漁具は四張網.待網でかるがその漁具一漁法等に多くの改良点があるので

 小型棒受網の導入を試み.それについての魚群青触二,漁場調査魚種の個生態等の基礎調査をな

 し,試験網の作放をなしたので報告する。

 §I魚群調査、漁堵調査,及魚群の個生態調査

 1イ〕キビナゴ

 魚群探知機を用い7月末夏期の魚群分布調査を実施し,その航程及訊査区域を第1図に示

 す。記録魚群について現在記録紙上の映像から正確に魚種を判定ゴる方法は末だ確立してい

 ないので,魚種の推定は当時の調査区域の漁獲魚種によって行なった。この時期における主た

 る漁獲魚種は。キビナゴ,了ジ(ムロを含む)トビウオ強が本部分でキビナゴ,アジ櫛の比
 は大島海峡で6:1位。焼内湾5:1,大和村沿埠域5:1で奉り,北大島の名瀬湾,笠利
 湾では,トビウオが漁獲されておるカ㍉この映像はキビナゴ,アジなどと区別出来るので,

 全海域の映像を餌料用キビナゴ,アジ地と推定した。記録映像のあつた海域を第1図、記録

 映像から魚群の巾(ム)(船の速力から算出した魚掩言雌訣紙」=に表われた、て(…訓の長さ単位

 π{ん)の延加ル数と魚群の発見回凱一群の平均〃包ん機51㎜^・毎つ平均魚群発見

 回数を第1表,魚群の高さ(庄)の分布を第2表記録煎袷の水」ユから上端までビ〕水深分布

 を第3表に示す。

 魚探に現われる魚群反応域は大農海峡でカツオ餌木=■待網榊「、附九一丁に1、.ミ小生1、,油井小・.i一,

 知之滴.芝深浦,西古見立神,の各1毎域に多く,棚丁と批・上1されるの1.二,俵小をの沿岸j二κ

 多く分布している。焼内湾においては湾全域に広く分布し,大一r「j柱1州〃は今些,大和浜沖

 合,亀郷湾では西原沖合,名瀬湾では長浜沖合とな・ってい二:・。これP。魚群の分布域はいずれ

 も沿岸近くの岬附近で比較的潮流の速い海域でふる。
 キビナゴの酒漉については末だ確実に偲んでいプよいか,今まで発表された奄美大島におけ

 るキビナゴの酒癖想定模式図1)は弟脳・鰍たっている。これは漁期を参考にして画い
 たものであるが.大別して北大島,南大島の2つの小1亘:癖に分けられる。北大島洞・雄は竜郷

 湾,名瀬湾.大禾附沿岸域を含む海域の移動で,初春に北方の竜郷湾に出現し,4月下一句頃

 南下群とだ。て名瀬湾に来燐その一都は大利村沿岸まで南下し漁場を形成8月下旬再ぴ移鋤

 するときは北上群となって南下一群と逆の汕游をデ[している。j劾つら北大島洞游には守ろ漁場形

 」火持拙は植郷、弓で3月～5月,及8月上旬～9月,名瀬湾では4月～8月下一旬,大禾一」村沿岸

 域は6月～8月中旬となっているか,今回の魚群書畠庵で大和村沿岸域に魚群が少なく,又竜

 郷湾で魚群発見などがあろのけ,キビナゴ魚群は局地的た小回游をなすと共に,一部は常に

 一定の兵1、所に榔1上申沽留する群とがある禄批走出来る。

 他方南大劇回游と云われるのけ,大島海峡焼内湾であり,特に大島概峡の±、易合定まった

 測}よ沓沁」.。共ない掠で、㌧るか俵小島知之浦,油井小島などが初漁期は好漁。㌧1-jであり,芝

 深淵,∠寸1。一台I山店見などは5月末頃からと重.!易化されろ傾向か強く,焼内湾は5月～9月が漁

 ・。一どたり,その沽ルー一一鋤も湾口の宇検、平田沿岸域から次第に湾奥に移動している。この様
 な南大一」。凧.戯シでは大島海峡の魚群は東から西へ移動し,焼内湾への補給が推定出来る。
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 この海域でも北大島と同様初漁期の漁場は漁期中全部漁場となるので洞猶群と滞留群。又は常

 に東からの補給群か?という2つの群が考えられる。この様に漁期中の局三峡湾は推定出来
 るとしても漁期外の泡、溝については全然わかって㎞危いが,大島海峡において冬期地史組叉。

 北大島の笠利附近において一本釣業者・の抄網で漁獲されるのでキビナゴ群は奄美大島本島周

 辺の泡維が推定出来る。

 この様な分布を示す魚群に対して現在漁場となっ一こいるqま,前記し減口く.岬附近の比較的潮

 流の速い…毎域又はμL一張網待絹の操業出来る沿岸域に限定されている。これら漁場の拡大をた

 す為にも漁具の己宝貝、は必要とされている。

 魚群の発見回Z1は大』一海峡の58群,焼一内湾の56群とこの両海区では多くの発現回数を

 得ていろが,大利村沿岸域け11群,名瀬湾,竜郷湾の北大島海区では29群と少ない魚群し

 か発見出来得す,南大島北〕1/5～1/3程度となっている。魚莉の巾(工)では0.1m三一れ
 一以上の勲群は全海域を〕出して大島海峡に2群あっただけで,その他は全て0.1111iIe以下Iの
 きオ地て巾(乙)の短い魚群でムる.、海域川一鵜ゆ平均(工)長は大島海峡,名瀬竜郷湾,
 大和村沿岸海・域,焼内湾の膿になっており峡内約魚砕は魚群分布に比しきわめて小さい群であ

 る。I.魚群の高さ(〃)の分布では5m以下の群が大納分であり10mまでの群は僅かに30

 群にすぎない。この枝に魚薪'のしム)(∬)っ洲.めて小さい事は餌料としての魚群が群とし
 てけ小さい・貞が認めらねる。I〕て,待謂■,匹i張子『好二、,=時,袖ノガネで肉眼観察すると群として

 は小さい猪であるが密集した魚群であ〔,こか;し.重11群11己炊;1{1hつ.魚群の濃度が淡いものがた

 く常一に{濃度2～3碧羊又1まそ=れ以」二て'、るりと'二支.して、一'・二仁,;Iこ.トろ。

 魚群反」、己;の矢(エ)高さ(〃j鎖度(D)'、各々しリ相乗ド“二一蹴芹義として,それを調査定

 線釧てよる補正して算出するカ法が.ちるが(今回は濃]:定線'1王1の都合により補正していない〕
 それから大略魚群'七;を算出5ると,大島海峡とその他○1山1マ1とに大き汽差か出て知り,これ

 は餌料漁獲一1・でも大きな差か出ているのとr致しそうで,魚{苧燈に.1'1+る記録魚群の(L)

 (万)(一D)は,一応餌料魚群量を表わ'ナ指標とし〔取扱っ一こ良い打てあろ。これでそれら魚

 群を利用して夏期の解料採捕をするとき単位航走を5m≡6・(塊夜=の匹張網操業一時)として

 各々の海城で操業すれば2～10群位の魚群発見数となり漁場価値としては低いものでなく

 むしろ高い方と云えよう。この様な漁」易利用は現在行なわ』'/ていず,唯従来の漁塙以外魚群

 探索をしていない処に餌料対策には問題がある。

 魚群の鴻泳水深を調査するため魚群反応の上端の水面かF、の深さを調.査すると,各侮共10

 以浅が3く約40%,10～20m層が30%弱,20～30肌層か20%、30～50椛

 層が10%で50肌以深の分布は認、められない。これを夜間観測した結果では10腕以浅が

 60¢,10～20ψ層が20弱,30～50肌・腐が20%で50肌以深の.分布は夜間でも

 認めていない。この結果ではキビナゴの生{:垣水漏t比較的」二層にある様.で夜間の浮上牲が認

 められて来る。この事は笑老閥の魚群探索は潮こ箱メガネを使用して水中魚群の潜群を求め
 ているので下一属部遠泳ではない事がうなづけられる。

 この様に上層を溝泳し夜間浮⊥性がうかがわれるキビナゴは3月～10月まで毎日漁獲さ

 れるので月令との関係を調査すれば第5図の;.正になる。史にこれを朔,上弦,望,下弦の

 月令に対する各漁獲量(0～150陣,～300i古～450K茅～600Kg,600晦以上)

 の分布を第5表に示しこれ等をπ一π分布表で有意の差を検定するため,期待度数とX2を
 第。表に示比第。表に示す如く,月令のはんちうに射る平均漁獲量は,上弦の。。皆
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 望の24アKg,下弦,朔では180Kg.前後となり月明時が月賠期に較べて漁獲高は良好で

 ある。大島カツオ漁業'では1日操業するのに約130【揃後(元の数字は蓄養後の量で採.捕
 時は約150Kg)となるので月晴時では約1/2月明時で1/3～1凶が餌料不足を来たす事

 になる。燃しながらこの月洲守,月暗期をX2で検定すれば5%以内では有意の差は生じて
 来ない様であるが平均漁獲量分布で父が異なるので危険率を10%以上にすれば有意の差が出
 るので・応月明塒が魚群の灯利は良好とも云えそうである。これを集魚灯を用いて月令2Z3

 (8月17日)で重油バ・ナで試畑してみた。
 重油バーナのこの時期一における集魚範囲は水平的には直径15η前後垂直的には10～15

 mと推定され過去における30灰水銀燈の斑,力範囲2)とあまり異なっていないがこの時の
 集魚状況としての鯛の動きは.縞的ナエものより水平的な移動触であった。まず。1石・・捌
 ムmん㎜ん抗

 ～2400までは全終集魚ゼず0300～06COの問に集魚群を見ている(この時

 の舳・・ん・9・)前記水鋤註の鼻、漁1-12)では肋没し雌集魚した繊がある。(こ
 の時の月令13日)がこれと全く逆の結果が出ているのは月・魚灯の光慎の異なりか月令の異な
 りか検討を・及一するが、今までの当、、衛観察では月明時においては月光で浮上した照群が月人後

 集魚灯に集一魚され月晴矧では月山女1,架仰、灯への月、.亀が良いト長でちる。これは水『コ照度だと

 ○測定をなしているつで、これらの資料については今後検討して与たい。

一'5'一



第1表  魚群島掩航走及しL)の分布

     ＼大島海峡焼内湾入知村沿岸域名瀬・竜郷湾
     調査航走肌6・数23.719121.033.2
     魚群発見数58561129

     魚群の巾(五)の延1腕"色数1.270.560.21062

     1魚群の平均巾(工)肌{"数O.021.0.口100.0190.021
     '

     調査航禾I白5'当平均魚群発見数12.214.ア2.74.3



第2表  魚群高さ(H)の分布

     卿トψ～5肌～10刑～15m～20腕
     一L'…■

     一…■■■■■I'一1■

     大島海峡3ア1542
     一一''』L■I

     '■一

     雌レー一(50.6
     ■oo…'『■0I-1']【o■'一■■一'一I一■■一I⊥

     731
     一■一一■一一…⊥一I■1'

     ■0'■0■

     名瀬・屯郷湾26611
     山

 第、3表  魚群一の上端の水面からの分獅

      調査区域0,1一"～2つπ～50m～40m～50肌
      大島侮1峡211ア1145
      '一一■一一…一止一■。

      焼内湾2218953

      大和村沿岸城5=ヨ111
      u-I'■■'0■'

      名瀬・竜郷湾1018632
      一一〇

象,4表  キビナゴ地域別漁獲量

      調査区域漁協名漁獲量Kg

      名瀬・竜郷湾笠利町11.114
      ■一

      〃竜郷村Z267
      一一

      〃名瀬市48,091
      0■…⊥一

      大和村沿岸域大和村22,869

      焼肉湾宇検村39113
      ■0■L一皿皿

      大島海峡瀬戸内85,279

      ''…凸一I」'」
      合白1'213,733

一{56一



凡 例

旧唐 3月

4月

5月

6月

 ア月

8月



第5表  月令の各範疇における各漁獲量の出現表

        一魚獲亙五胡』凹』0～150》～300Kg～40瓜9～60脚600<計平均漁獲.量         ■一

        198633175Kg
        5715824.2418.18100

        」二弦・1513ア8548323K茅
        31.252ア0814.5816.6フ042100        」一^■一一…■■一一247Kg'一        望.1289332
        3Z5025.0028.13932100

        下弦187631187
        5Z5824.2418.18100

上段出現度数 下段%

第6表  月令の範樽における各漁獲の期待度数とX2

  
    
I

      漁獲、、.さ
      型.O～15U陣～300ψ300く

      月令
      I山1

      1986

      朔214.38.36.4
      一■■■

      1.250.011.4ア

      151320
      一一一一一L

      上弦21.312.014.3
      』oo■.■

      1.860.08227
      一一u'

      12811
      一oI■'一II

      .望14.28.095
      一一■

      0.340.000.23

      1876
      一■一皿'一L1-I一一

      下弦13.8ア893
      ■

      1.270.081.17
      一

上段実測度数
中段期待一度数
 下一段X2

自由度6

 α一こ0-02×2=15,033
 α;o.05×2二=コ2,512
 π二0.10×2.===10,645

一458一



ロ)ムロゴ

 奄美大島でカツオ餌料としセ用いられるムゴロは

 刀㍑ジ埋守I“エロ.1α皿9(〃舳居τ)モロ
 D・“パけ"〃““"肌1王(ろ6舳^mτ)クーノヤムロ

 の仔であ㍍大島群阜ではムロゴは周年。沿岸各地で釣漁芙,網漁業・て漁獲されているので,

 群瓦、周辺で汗卵,発生生棲していると推定される。しかし餌寺wとしてのムロ仔は焼肉I湾

 口附近と垣郷村の東岸て旧暦6月～10月に漁獲され.ていろ,、ムロの紅」生態としては梅雨期

 に産卵のため浅海にヲ桝し,成都可游をなし魚道け早朝(日ノ出副)に湾内に游入し,夕方

 沖方に去り・洞游のときは大ノ」混合することたく・成科を異にして適游してい弘趨光性苧
 あり,漱一元は速いカが集魚か良く透明度の高い程,浮上は良く時化前1て好漁している。焼ミ内

 均で1㌣旧暦4月噴25㎝端度ぴ滅漁が刑持し,旧暦5月頃一時体長30m智=度のものが焼内湾

 入口の待詞二」て漁椎きれるか,ム目仔の本格的な漁期は旧暦6月以降となっている。ムロ漁場

 は映内湾のユあ」台,沼口附近の曾津。寸」崎,技手久島周辺のアンマル,赤崎曾根,大曾根と呼ば

 幻る漁場て湖1-1水鍋寸40m～70n1前後で底質は白砂である。魚群の移動状況は昼舳よ岩

 礁1止仲に沸」l11～・夜回に沖合へ移り・早期漁柵こ来雄してくる(第5図参照)
 ムロ漁場、で一蛋重要た斗一は海底ω起伏状況で魚群笛一晩二大で浮上の良好なのは,岩礁地帯

 の、r,事上て当娩糺分て・周開の深毛しから浅部にアユる傾斜面で"1～10mの傾斜か良好で,叉こ

 こ^.おいて最・二1率的1・1埼菜す1.・に1†潮r柵ゐ直前に、切上に海底か傾斜している桃所を探し

 そこで待槍して潮力碇わると同州・1圭与1綱することとされ.ているか,焼肉砕漁場では,第5図に

 示'重勾.1くボj'一。一・・言11↓.I・工∵寸・り.無言1手の㌧.=㍉か昼nI夜明,夜1二∫」け一1;j,と」:ヒ軟白勺正しい偉;柱1

 を千十1つであ幼・し1仰.場にダ榊・σ泌。この漁」lllの傾斜1'・5m餉後でふ㍍魚群の棲息水沫は
 一1、(榊㌦の繊篶・'・ギ二二一r.1;,デ,20・～70111の閥に分布し魚群密度は上都に濃く下部ほど

 砕くたっている。魚;.'1浮上け30m前後に分布する群の浮上が良好であり,深・割に分布す
 る河}の浮上はオ・まり腓榊一一来～エい。

 第4図ムロ漁場分布図

 一4≡9一



 §皿漁具漁法について

 キビナゴ漁具け現在卿張網待網か使川さハてい三。岬三.1一け'一'三11∴札1-r地よモ右1・{6

 ×6,一2D経とへり絹にクレモナ50本6Ll」22日揮をllり.」し丸11似出来上一1・り触20111～
 25m,縦50jl・～40m位の長カ形の制で皮用桐舳エ史上j。・1隻灯舳1～2隻.粥伽4娃操

 業人員15～20名のものである。集,業灯けバッテリー佐風発電様3K“使川,重油バJ
 ナ使用等がある。この漁法での集魚は前述の如くキビナゴの夜i問浮上性か認められ。又比較

 的浅畜11に棲息しているので魚群を浮上させる役去一」より浮上している魚群を卑魚させるカが大
 きいので水平的に広範囲に亘る集魚灯か問題一となる。

 待網は小型定直網に属し,主に昼1=』」に採捕しているか,この漁具も魚捕剖に落し鯛かたい

 ので網口で見張をし,魚群が絹にはい吹時に揚綿する漁法である。

 ムロ採捕漁具は四股絹でクレモナ6本～18本・5節～16齢を使用し出来上がりの40m

 ～50m平方の細で操業方法は半ビナコ'匹」張網同様である。待絹はキビナゴ待網とは異なり

 身柄の外側」に袋網をつけ,身柏を沖側にしぼって身舶の中の一(㈱一を袋網に追い込んで漁獲し

 ている。

 この様なキビナゴ四張絹,待紳士カツオ漁船1隻に対して原貝1」的には各々1統づつを有し

 ているので四張粕に㈹つる漁具として小.型俸受絹の導入試細を試みた。小型棒受網の導入の目
 1・勺は①舳σ)隻教の問組②人力の問魁⑤快業上の問題になって来る。

 捧機1悩舳上柏船1隻で操業山未るがその漁船規模は5屯以下で十.分であり,紮望される
 のは吃水があまり深くたいこと,船舷か低いこと,船は比較的長いことであるヵ、大農耕記.



 張網漁船規働・らすれぱ幾分改造の必要もあるが、現在では四張網使用の網船(無動力船)で

 十分であった。しかしながらこの場合問題とたったのは,棒受網の生命ぐ1⊃る集魚灯に対す
 る電性殼一備であり現在四張網の灯船を転用なしたが魚群誘導時に問題が出て来るという理由

 は発電機利用の場合は主機関からベルトによって発電機を回転させなけれぱたらないが.こ

 のとき主機関の回転激の変動によ一り生ずる電圧の高低を防ぐ変圧器を有しないため船・n速力

 と魚群の誘導κ一応問題が生じて来た。これは呼来変圧器設置にて解決出来そうでちる。

 大.一腋域で現在の四張網漁船の転用で小型棒受網を操薬するには網船1隻灯船(曳船を兼ね

 る)1隻つ唖用・う:良い様である。

 人員の冒」蝿は現在四股網は15名～20名で操業しているか.小型棒受綱の場合は7名～
 10名程度で足りる。特に理在試験操=束に使用した綱舳は和航」の無動力船であるから沈子方

 織絹用ローラの装林jが不可能であり,叉餌料採捕レ1)ための生籠への移行などの関係で一応,
 10名前後であるカ㍉四張糾τ較べて1/2程度となる。

 摂一業上の間脳一は漁具についてけ四帳訂『一正長方形の純で縮納も小さい¢)で袋状は呈していた

 い。それに20名前後て使用するに;tモチ綱使用量が800m樹吏の網地しか使用していな
 いが,小型棒受網は魚楠部,身舶から成りモテ網使用:〕毛/800mどたり漁奥規模からして

 大きくなる(附匡」附・表参照)

 この漁業では餌料棉採捕漁具のため採捕狛な出来る一{≡kり低い蟻死率にする事が第一に婁望さ

 れるので身詞～1より魚捕者11に締緋を大きくして環状缶入、く一こつ様に設言1した。これは四張綱

 と待網との嫡南魚の蛯死率は待舳Dカーが低いので,こ・け㍗.1と田引ぺ1と漁具の差異にある

 と推定出来るので魚純吉!二を大きくした。燥.(プ破で小、、ト←・、r.・;」一弔一1,11の錨打ち適当た潮流な

 どで細^、りの良否が決まるが自一j近の如さキビナゴ漁軌形方一、ゴー1弓阜.近くでちつ,四肢網でも錨

 打立れ必要であり.又漁場か比較的塵流の逆い・リ九で三;1ろOて。1一μ1仁艮くなっている。魚群
 の集魚誘導は前述の如く一部研究の余地があh,現在,小j舳.良一1一の湾導力決は変圧・器の取り

 扱い等により,十分出来る可能性がある。
 採捕後の活込みの方法は乗網した餌料を絹ずれたと1の損傷を与えたい様游泳場を大きくす
 る必要が感ぜられ魚捕部を山来得る限り浮子方中心で広くする研究か比て来る。
 棒受網漁業導入で才一」点と思われるのは

 ①小規模ではあるが四張網より漁獲能率が良い。

 ②人員が7～10名操業隻数が3隻以下で十分である。

 ③四張網より漁場移動が易く広範囲漁場の利用が出来る。
 などがあげられる。

 §皿要約

 カッォ漁某て一番間題点とされている解料漁業に小型棒受網の導入を試み,それの適否の

 基礎調査のため,魚群調査、漁具漁法の調査をだした。

 魚群訳盗では,キビナゴ,ムロ仔共に大島海峡焼内湾は分布か多く,叉大和村沿岸域の分

 布は僅かであり,名瀬竜郷湾にはキビナゴか分布しており,漁場利用の点からして四張網よ

 り棒受網が有利の様であり,漁場形成の誇要因も棒受網操業に問題はない様である。

 漁具漁法でも現在の四狼絹を転用する点で・操業方法特に魚群誘導,餌料の活.け込みの方法
 に1～2の問題点が残っており,漁船装備Iで1,2補足する事で十分利用出来る。

 .“1一
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附図1 小型棒受 納地展開図

 16.5m(l11二)

6×6  120壬i…

 1?3〃ピ13Kヒj」〕 38.1ユ1

附表1 杵一立納,此材料表

        ■一■一』「一■IT■三年号材竺i普一一一一:一一        忙L上ノ_反教…1崎考

        2叫8㌣1寺讐k)“k)止」'」
        魚捕邦1クレモナ6×`20反1(ワ40k)

        …I

        〃狽i」111ロロ'ク415×24451il(270k)

        〃'、'、'ク12×2         一2161n(144k)
        一I一o一〃一〃■'一■、I■一一        身底止一…一■■■二         一■一一■8'…1215m〔144k)'皿回'.L-I一

        ク=」二"←・24η(16k)一■一8一一'一9!m(128k)■一一I一0』一一■
        ・'へ〃ク2H」⊥4k〕16        凹凹33皇m(22』リーIL一一I■■
        前1・七卜ク6ノ'(18sりいll(1れ〕121m(14k〕50肩掛

        斗芦十トド半干干m(3土'I一         ■■L一■0一一

        5勘斗

 …十・・一イ=^.  アア6111(r,1ε4k)  6'一〔8S,n目才卦2・im(14k)



附表2 棒受網網類材料表

          名称材料大サ長サ量名称材料大サ長サ数量

          浮子網クレモナ61卿(2分)8m(12k)1沖縄クレモナ1Z卿@劫菊m(30k〕2■'2          4添網〃〃乃1中細ク¢45mG歌)

          沈子網4〃gm(6k1前網ψ〃30m02k)2

          〃添網〃〃ψ1浮子合成浮子12号60ク

          脇綿〃〃35m(9k1前石自然石4Kg～蒋1メ{2ケ
          〃添網ラ〃〃1沈子鉛1509(40匁)8ケ

附表3 四張網網地材料表

名称

魚摘身綱

 ヘリ網

符号材料大竹

イクレモナ6×6

 口〃30本

目含

120俸

6S

6s

 長サ

195m(13k)

 M5川(24k2尺)

 32mGlk2尺)

反数

38反

1×2

1×2

総計

741m(494k)

73・5m(49k)

64.5m(43k)

備考

22目掛

 〃ソ



 ウニ企業化試験

主旨

 本郡島のウニ資源は種類において凡そ,10種類を数え,その棲息地は大島本農を始め,徳之
 島.沖永良部喜界島とほとんど全都に亘り,大半かシラヒゲウニでその資源量は数100毛に及

 ぶものと、電料される。燃し,この豊富な資源も一部で僅かに自家用として,消費される程度で全

 く放棄されてきれ奄美産シラヒゲウニの利用価値に対する評価は,業者個々により相違がある

 か,過去数年当場で行なった試験結果てば,商品として,十分市上胸淋を有する事か立証され,'既

 に,民間企業育成の段階に成長した。以上の如く,利用化について曙光を見つ上あ。るが,企業運

 営上最も必要な採卵適期については,十分な資料を有せず推測で採卵がなされている。よって今

 年度は,利用部門より児たウニの成、熟状態を調査すると同時に,ウニ塩辛並びに煮干ウニの製造
 試験を試みれ

 ※ウニ加工適期識変

調査地  大島君脇戸内出」I諦島,;占阿.二湾内

 』期問 自昭和38年5月  至昭オii38壬ド11月(各月)

蒜一生1方法  採卵適期把言!、1のため,各」弓1回,殻利総重計,殻径,生殖腺重号,熟度,色沢

 丘柳歩勧』並びに加工。処理工程におけ二」生殖腺重量の変化を調査した。資料は,

 ÷鰍したシラヒゲうにの中から大型(特大を除く)のもの40個を抽出した。

調査結果

 I生殖腺指数の変化

 生殖腺重量による成熟度の表現法

 として,生殖腺指数表を用いた。

 す㌃珪縛猟㌧表わ!.
 その変化を見た。絃果は図1に示

 すとおりで,指数は5月の雌雄平均

 1.28に始まり6月や㌧低く.7月

 に回復8月1。ア%に遠した。以後9

 10月と徐々に下向したか11月再

 び上昇してい仏以上の経過から見.

 て,生殖腺の充実は8.9月にあり順

 次・成熟.放卵・放精力…行・たわれてい

 るかに見える、,しかし,11月に再

 び上昇し,特に雌狂あっては今次調

 査の最高値を示している。

1生殖腺指数



 これは二次的ソ〔〃11阯胆とも二考えられたいでもたいが,個々の成業槻が・一定ゼヰ,かたり長期

 に亘ることを,こ床寸る・㌧のではたかろうか,別^聴1収り詑左(大休5月一11.円までIの半年
 固は完熟卵か見られるが,10弓以峰の舳・工冷れ唱い云々)から分析して見てポうに個々の
 成熟期に相違がある事はうなづける。も一ちろん,一年々同様た変化をたどろとは云い難く,特に

 一膿境による変化か大きいと云われるいつだけに即断することは,危険であるが・大休7月から
 10月迄を,炊黄州と考えてよかろう。な抽雌雄。に」1ろ振鮒C.季節的変化は大体同じ傾向を

 示している。

 皿」一火熟度の変化

 熟度山塊状態は図2一りと圭;りてふつ,れコ1表示区分は4段階とし,時固的な正日現状況を・現わ

 した。各劇場の区分はすべて肉眼に.上るた8・,碓.1」こは11㌻いが完.ヰ1・卵すたわち,記号Dの段階は
 各月に見られるか,7月より♪帥一」し,9月で{5%・I〔示し10.r1月に至っては,60%吹'達

 し、ほとん、1三,この時地・に産坦1.1する・事一二i・うかかλ・・。。、之i11工連山=・として好走{1ろB.{I一区の出現状

 態け7月72.5%(B二3ア5,C二1こ5.C)汐、いて5月6ア5・^二(B=35.0

 G=32-5)8月65{6,6,日55二`と・'iリ.ア8月とと・こ1・1二5月の1一・一～名か注目される。

図2熟度出現図



A
B

C
D

熟度表示

 牛擁搬は小さく未熟のもの及び既に産卵紗{一の

 卵及び料子はや上密であるが卵径け小さく未恥〔るも㌧1・工仲仕=1として・→公使用可能な状
 態の4。の

 卵及び榊子共に充実してい考一が・流失は寄られないもの

 量牙に〕産到知{に左・り。両性1とも{』現直鵬…カ・らの{前タ(カミ見られるもの

 皿採卵歩留と加工歩留との関係

 註採卵歩留=殻付原料に対立ろ採那直後刀卵重』1」比
 加工歩留二組・」・原榊て対する塩漬・水切後の卵重昴比

 一次水切歩留二採脳重1-1に対中る一次水匂川岨岬ナイロン網にて20分)後にお

 ける卵重売上ビ

 ニ次水・切歩留=採卵11寺茗い1」に対ブる塩漬水切(塩漬時間15時間接1㎜目ナイロン網
 にて20分)後における卵亙し。士化

 採卵歩=靴す図3尖鮒⊂示寸と木iり.5～7月が6%前後で,たかでも6.月は5.71%と最低を

 示しているか.8月→市8%台に上昇,910.月と前後した歩留を提ている。

 縦5-1堀≡1■,1 川洲似!+)
1一印歩衛

川].刺青

 1ノ」4ノ (用禾印晴
 次一1'フ

 ー二次水!、り



 11月は生殖腺指教の項にも見られたが,急激に一上昇し12%とまれに腕.る好士三一司を示している。

 加工歩留は(図3点線)産卵蜘に至る前半(5～8月)においては,採り.1I氷留と拙似した変化を

 見ているが,9月以降においては極端な開きが見られる。すなわち,8月が最も高く殻付腺一科に

 対する5.48%を示し,次いでア月.5月の4%台。6月の3%台とそれぞれ採卵歩留に刺する

 2友いし5%差である^9月においては,採卵歩留は若千上向いているにも.か上わらず加工歩留

 は2.75%と最低他を示し採卵妹留に対し約6%近い差が見られ,11月においては,その養は

 8.3%となっている。これは図2熟度出現グラフに見られるとおり9月以降主完熟卵の占める割

 勘二歩く,水切操作による卵の流失に起因するものと思われる。採卵時重I最に対する加工処理工

 程中の歩留変化を見4一と,図4実線に示すとおり一次水切における歩留は,5月がア5.5%と最一

 も良く,次いでア8.10月の70%台,6月の68砺と下向し前記,殻付原科の場合とは,かな

 り異なった結果となっている。また.これが二次水切、いわゆる最終歩留は図4点線のようにア月

 が65.3%で最も良く、次いで8.5.6月の腹(64-4%,60-4%,56.7%〕となり採卵時にお
 いて,9月以降の歩留に,はるかに及ばぬにもかかわらず,加工終了時・歩留りにおいては,逆に

 優位性が認められる。

 N季節と色沢との関係

 採卵時期別色沢の変化成蛙んど見堂けられないが・完熟期に近づくに従い・オレニ/ジ系の占
 める割合か多く感じられる二、特に維のj場合,この傾向か強い。色調は大半がオレノジ系で,個

 体比50%～60%を占め,黄系か20%～35%,残りが茶系又は緑系となっている。
 茶系,緑系は加工用としては不適であるか,これらは,産卵後に現われ.僅かに生殖腺が残留

 するに過ぎない程毘のものに多く,梛川に釧幻一ろと,全体一の2飴程度で直接製品に対する

 影響は少ない。

 附表I歩留

         調査殻付採卵一次二次

         比率比率比率(塩漬)水切後比率         月日重量重量水切後
         910039フ16.61305.0244.0

         5.226.000
         100ア5.5360.42

         100352.85.712月03.88200324
         6.214180一は一一'

         10068.0256.69

         100410.06.522964.フ24.2ア
         Z6“74'一一

         1UCア2.1265.30
         ■■L'一

         100528.O8.523806.「33405.48
         8.11&200

         10Dフt9ア64-39
         o■

         100500.O8.593205,50160         942.ア5         5,820■『一一一'一I⊥I一
         10064.0032.00

         L

         一一■■一I'一■■

         10044&48.213205-86         10.51'「j         54622.95          一u一』■一'⊥一■■

         「ooア1.5つ7ボ5o.`o          I一皿1

         100600.O12.口0360         11.275.OOO5.60
         1■一■一

         10050.00



附表一調査表

        調査殻径殻高総量逓・生殖腺生殖腺
        性別個数        月目(㎜)(卿)(9)予。芋指数
        ♂1875.664Z2213Z7ア9901.31

        5.22♀2278.634900160.OO995t26
        h■一

        平均40アア3048.20150.00993t28
        一'一I一

        ♂22797251.0916Z2ア8.821.10
        一■'一一

        6.21♀18ア4.004922138.888β1t19
        一^一■oo

        平均407Z1550.25154.508.821.14
        o一'

        る18774445.00176.OO10.80t43
        ■oI一」

        76♀22ア1.0941.81144.口O9821.38

        平均4072.604525156.851α261-31
        一

        ♂2074.6042.30160.0013.501.80

        8.11♀20ア580447口15α0012.901.74一一'
        平均4074.2045.50155.001至20tアア

        ♂1671.0046.62135.0U11.181.57
        一一'■一0

        94♀2474.5848.58152.501ヨ.37tア9
        一…o一⊥o一''I1'■…一一I一一I一'

        平均40ア3.154z重〕145.5012.50t71
        山一''一I一'

        1514フ5.8545.85144.2812.20t60
        ■■■一'[■■一一一■一L

        10.3♀26ア4.6946.00132.381267t42
        一一'一I-I

        平均一075.1045.95136.5511-211.49

        四一Lr一一一一一■一一I一        20ア4.5052.80124.OO13.OOtア4

        …←平♀均2073.404ア50126.001ZOO2.31         '一『■

        4073.95.50.15125.0015.002.02

参考文献

 1)新村巌,他,うに成熟調査鹿水試事業報告(昭和31年匹)

 2)稚原久幸.他,うに成熟調査鹿児島県大島支庁沿岸漁葉調査(昭和3ア年度)

 ※ウニ塩干製造試験

 実施j場所一次加工(採卵地)言青島東海岸

実施要領

 t原料処理(・次〃エ)

 前年同倣,採集地において叩き割り法により摘出した生殖巣を資料とし,海水をもって洗確

 水切後,精製塩12,13%を添'■I1,塩漬15時閥後才二次水切をなしエタノiル5弗を添

 一“9一



 加塩うにとなす。

2.二次加工

 前記,塩うにに対しエタノ・ル,味の素,色素を下一記割合にて添加瓶詰とたす。

 I添加封1,塩うに1Kgに対しエタノール,7%・味の素0・3～0・4%,色素0・02%

 試験の純過並びに椥、要

 t実施期尚

 一次試,験5月22日～5月29目

 二次試.験6月21日～6月29日

 三次試脇9月18日～9月27日

 四次一誠一験10月16目～10月31日

2.歩留

         一次試験二1入試験三次試験四次試1族         、巻一L一'一一■」』L数量(樹%数針(Kg)%数量(㎏)%数量(1》)
         原料(以付)t0721001,18210070010口■一36口%■'一100■一【一55.6367■一一■一3.30         一I

         摘出卵は5.41         71■一….4B.6一一6.62I''4.53585.43         L一一u^…L一64■■'一49520■'一13.1         一次水切后山一■一『■一4.1831.44.48
         二次水川言38.05543813.2224.55.5011.9

 上記のとおり,最終歩留は3%強で,概してよくたかった。卵質は5.6月が910月にまさり

 良好であう六ら

3.保蔵結果

 保蔵中の変化判定についてけ,前年同様,官能験」察によったが製了后約3ヵ月後1おいて

 若干のたい色及び水分分離か見'・れたか,以後の変化速度はおそく,製品個値を左右する程

 の変化は見られなかった。たい色。水分分離は910月採卵の分は.飾則〔比し顕著であり

 た。

 4.色沢その他

 色沢は白1j期111舳,r股に若年うにかピンク系,老成舳のものか,暗かっ色でその中問がオ

 レンジ又は黄色系で,前〃適期訓庵の壇で述べたごとく.特に産卵期前の辻、のが色沢がよい。

 食味は既存製品に比し摘色はないが・粒う1・一i(1あっては,粒子の個々か判然とし難い欠点、ゴ
 ある。之は塩漬水切操作か既存争二品と茱なる一炊,起因するものであろう。

 ※煮干ウニ製造試験

実施場所大島凱瀬戸内田丁晶島

 実施期間拍和38年9月18日～9月23日

 〃n



 使用原料シラヒゲウニ

実'施要領

1.原料処理

 原本:1を殻付の土L海水・いて煮熟(沸騰後5分

 器)に収り汚物を除去しつ上流樵をたす。

 し鼓判り一者・スプーンをもって・海水中(容

2一.乾燥

 採卵後の生殖巣を水切りしガ`ゼ上に1片づつ取り上げ,5分乾きとなし,反転後更に日

 乾契了す。日乾時間20時間

 試験の愉撞並びに概要

1.歩留

 ㌻㌣1舳料煮熟採印1乾径
 数掃・396Kg(250価)3.5K99409

%100%8・83%2・3ア%

 2.品遇その他

 。1期,形態、卵色共に・上・型プrカ'・ら一見伽つ子やうにして味よく,妙味二・。る製一i-rを得た。製

 法にλ・でお殻付煮熟と採卵後生殖巣煮鄭の二法を一式みたか.f紗」微の黒熟は,煮熟後卵体

 表面に包囲の蛋白皮膜を生じ夕峻⊥好ましくないが,殻付煮熟の.■一1、合,何1卵塒,身崩れが生

 じ易い等の欠点がある。又乾燥は力一七上にて行庁ったが,水切不足品及び,完熟卵にあって
 は。ガービに附着し以籏の反転操作により,身崩れノ⊃原医とたる事が認められね

考察

 tツラヒゲウニの採卵時期については。加工適期調査の際,特に生殖腺の変化を基本として

 調介し戸らこの租;の調査はその性付上広地域に亘る周年調査により比較検討がなされるべき
 で友ったか,予算の都合上,調査価所を一1ヵ所。期固をアカ月に限定せざるを得なかった。
 しポ1って採釧」舳しついては,そのアウトラインを把握するに止まり結論づける事は危・険であ

 るか,'本劃一雌から見ろと。シラヒゲゥニの採軌道崩け,ウニか完熟期に達するア8月と共に

 前2ヵ月と云えよう。すなわち,生殖巣の摘出;t本調春期1用中,いずれの時妙」においても可能

 て特に11月等。最高の採卵歩留を示しているか,採卵徐の捗色3,色沢においては,産卵前

 期に二らたるア8月か最もよく特に片二洲工の.鴫合,その原料買付か殻伺でなく.採卵後の生
 殖巣を対象とした買付か行掛プれ竹め,摘出生殖巣より見.た加工歩留の良否が直接製品原価

 を左右する。以上の事から見ても,産卵前胆の生殖巣採集一が望ましい。した仰てツラヒゲウ

 ニの批合5月より8月迄が採卵適期と云えよう。

 2.企業個i値について,塩うにの場合,生殖茱の単価がKg,当だり200円前盾で彦)り,摘出生
 殖巣に赤げる塩漬水切歩留は約60%程度で,塩うにとした場合.1㎏,当たり約400円弱

一471一



 ヒ,り,現状の塩うに取引価格から見て約よ望めないが・二次加工品・す鮎ち・煉うに
 として、。、..ポ、、ユニ品とレて売買がなされると榊ま・品質及ぴ売行の現状から見て採難は
 見込まわろてちくう。

 。煮干ウニについては,今后数回の試験が必要であり・鰍では・いかんとはい加

担当者藤田薫

実島可夫



未利用資源開発利用化試験

主旨

 有用魚介藻柵リ利用化を目的とす。すなhち本郡島海域に産する有用資源はタリンサイ,了オノ

 リを初め種々あるが,其の'モヒメノ三が未利用。oまま放置されている。よって今年度はこれら有用資

 源開発■〇一端としてキリンサイ及び.かつを生殖巣を利用した製品の創製を試みた。

 ※キリンサイ加工試験

 実施期問自昭和38年10月至・昌刊39年3月

実施場所分場加工場

 I味口曾漬製造試験

実施要領

1.原藻処王生

 乾燥原藻(あらかレ輝F」乾燥〕使用し水洗によりノ」。砂利,火熱杓を除き,原繰1009当

 4の清水に浸し充分湿潤(約10時高1」)をたさレうる。
 2.煮熟及ひ冷却

 湿潤の試料を残溜水兵煮釜に移し,トロ火で艘件しつL煮熟溶1痔(80℃30分)しト
 コロテノ冷去n用容器に取り出し冷却す。

 5漬込み

 充分放冷の試料を適当に切り(巾5C刊と高サ4㎝。長サ15Cm前後)試料に対する120%
 の味階をもつ(漬込む。

 4.潰替え

 漬込み後1週間にて容器より取り出し.附着せし味喰を落し,更に新味噴をもって債替えを
 たす。

 経過及ひ概要

             1.歩留

             試膨孤漂白乾燥後湿潤後煮烈溶角年帰一次漬込後二次漬込後             腺漢数清数二・1土9i%数靴i%数;l1一ω%数坦侮〕%数撮優11%備考
             一次200エ1月O701300650200010001出せ.

             二次2862007027009444300150334001193,_次積込
             仁■琉わず

             三次2141507015007003600168226001214'4
             ■ユ…

             1・1一一一■■o'一             四次21415014006風310014郷256011962140他00

           
  

一

 上記の」帥漂白歩留は70%であるが煮熟絡解後においては、1000%以上の歩留とたっ

 た,表中各試険次により湿潤後及ひ溶月年後の歩留に相違があるが.これはそれぞれ湿潤時間

 一“コー



 及び溶解使用.…が異なべ1一きiによる結果であろ。なお一次漬込後の歩留は1200%前暖とたっ

 ているが溶仰≡1時よりの歩減りは20～2ア%てあり,煮熟容粋後の歩留に反比例している。

 ・流{)ぢ煮熟溶解後の歩留が1高い稔漬込後の歩留1よ減少している6一これは漬込みによる崩水率
 の影響であるが,脱水率の高低は後述漬込昧樽プ)変敗にも影静する事が考えられる。
 2、工程上の所感

 煮熟溶解について,一次試嚇においてけ焦熱水過多のためか,溶解冷却羨軟弱にして,漬込

 掠.作困難のため,一.目.冷却せしものを再度加熱濃縮'した。煮砂使用水は湿潤使用液を含めて原

 藻1009当たり2・7τ窄峻が通こ一:一と居・われ㌦按迅(当た・・て白味喉及び赤味喰をそれぞれ区分
 し,使用の結果,食味の一相違なき屯,色沢上赤味噛が良く赤味噛の色素が均等に浸透し,製品
 伽1自一を高めるかに児えた。漬込方法は味附と試料を交互に漬け込み上部をビニール被いとし

 た。漬込味喀はHを経るに弧・楓化碗水状)し約5日をもって泥状どたり約1週間で弱酸殊を
 感じた。渡替時期は一次漬込暖5日頃が適当と思わ才/る。なお漬替後味階の軟化は見られなか
つ㌔

 3.保敬について

 製品は一次漬込終了後表面の味噌を落し,碧株鴫に漬替えたか1部を新味晦を塗f・∫した状態

 で一片っ∫ポリエチレンフィルム包装し,常温に放置.の結果約1週間でカビの発生か見られ,

 日を市'・llに従い発生1`』は増大した。食味は1月後においても変化を界ず。但し一次漬込みのま
 ま政庁Ij-1た製品に.ちってけ,約2過I固で漬込映構表面iにカビの発生が見られ,製品にも酸味を

 感ずるに至っ仁

巫粕漬製造試験(予備試験回数1回)

実施袈頷

 1腺・藻処理

 漂白原漢1009を使用し・水洗後約20分清水に漬け(6009となる〕水切りをたす。
 2.粕の調整及ひ漬込み

 な士柏には一挺納を`史川し,枚紬1K茅に当庁り正中(35o〕200n11石少悦手(白ザラ〕2009
 食塩1009,唐辛し若干を欄鉢で良く混和し一置き試料に対する150%の使用割合で良く混

 合し,樽に漬込み径一奏げ。

 試蜥経過及ひ概要

 t製品について

 総体的にアルコール臭強く粕漬本来の芳香に欠け歯当たり強く味不真甘味,塩味共・〕にして

 妙味ソ)たい銚品を得た。婁.品は漬込み中約1口日を維ずして異状発酵か見られたため漬替を行

 なわ一ダ不試験を打ち切った。

 2。エ牲中の所感

 漬込み時試料かlIt」く,試j1iとの混和が→一分行二い得励'った・試料の軟化については漬込み前
 の湯地し等今後副■i一芸を進めて見たい。又粕の調整に正中を使』十」したが,細自体の芳香を消滅す

 るかに見えるため・他の調整法の考案が先決と思科され{一。
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 ※カツオ生殖巣加工試験

試験回数3回

 註試料はかつを節製造時に廃棄される生殖巣の内から新鮮なものを抽出し使用した。
実施要領

1一一次試験

 ∠卵巣2009,精巣2009を細切売摺り居食塩3%を添加堀潜し,クレ・・ロンフイル

 ムに充壌后密封煮郭試料8点,煮熟時間30分

 B卵巣1009、精巣2009妙に準じて製造.特に木さく酸2%を添加,試料6点
2.二次試験

 ノ卵巣1009,精巣2009を細切売摺り居食塩2%,片栗粉10%を添加橘滴し.ク
 レハロンフイルムに充填后密封煮熟試料6点煮票咄洲μo分

 3卵巣2009,雑巣2009をノに準じて製拾,誠斗8点

 0亭一一・巣4009をノに準じて製造.試料8点

3.三次利蛎

 、4卵巣3口09,精巣2009を維切売摺り居食塩2%,片フ1粉12%を添加醤潰し.ク

 レ・・ロンフイルムに充填后菅=・封煮い,.淋斗11点煮熟時間刈0分

 β搾架5口09な川て準じて奥」比誠一料10点

 細自撞並びに梯1要

 1,煮砕后における秋11つ状態

 ・次試紳

 試去Iリ塩味強く水分分奮1芋甚だしく,夕憾、不良,内容物4個に分離軟弱

 試芹1一.B-4に同じく.水分分離か見られ軟弱,内容固型,木措臭あるも喚臭のカバ・はだ

 し得ず。
二次試験

 謝・斗4・3・0共片栗粉混入によりやム岡さを兇る。透明感あり,塩味良好なる{、理臭強

 し,特に0,に此の感強し.粘度は0が最もよく次いで3・.4の順,内容物に水分分離た
 さもタレハロンとの接着部に若干の遊離水を認む。

三次試験

 洲斗、4,8共に塩味薄し,片栗粉j榊1一による結果か特有の糊状粘度強く団子状にして食感

 一書し,亘婁臭;弓董。
 上記の遮りそれそれ混禾晧」合により異なった結果を見たが,何れの場合も曝奥を感ずるとは

 云え、食感.外観共に二次試舷の製品(特にB)か良く今后同法を基準として謝缶を進めて

 見たい。

 2一工程中の所感

 試験当初卵巣及び粍巣単独にそれぞれ塩添加を行った結果.卵巣の場合塩添加による急激
 な変化は見なかったが,精巣にあっては食桃添加唐獅貴を進めるに従い強度の粘蒲力が生じ

 庸潰も不可能な状態が見られた。

 一“5一



 」箏ついて特に精巣にあって1ま,硬臭強/これが製品化については理臭の除封先決問題
 と一も.千,される。

考察

 趾、項目路ニミ純実施したが,キ1ソサイは味階漬として虹・・の地区で利用・他…行・榊
 ている事であり,今次試験においては,同製法の資料把握におわっナら粕漬の予備試験におわっ
 たが今後試験を進める事により製品化に希望はもたれる。かつを生殖巣の場合、本試験において
 は'応ソーセージ様製品の創製を試みたが好結果を得るに至らなかっれ

担当者藤田薫.
実島司夫
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水産加工指導

主旨

 前年度に引き続き分鵠加工鳩を民間に開放し大息節の品質改善を図ると1司時に管内関係地区にお

 いて,ウニ加工指導を実施した。

 実施地1間自明千口38年4月至購↑口ろ9年3月

 分場加工場におけるかつを節製造実態

原料搬入=畦

 t生原料搬入出69483Kg

 2一削装原料搬入最・2557バ手数料170756円
 ユカビ付腺準搬入…117430〃

       月別原料搬入量

       ＼刈一別月別＼荒本節原料荒亀節独科1カビ付原料ム掘節原料
       。汁、、       '

       4月Kg11山1g19ア2㎏K茅

       5〃6049ク42ア92ア10
       一I1

       6"23623口389642川4・…■`】■【一■1       7〃26534152493133024904

       8ク68456ア47415251042041''
       9"1473145315708401550〃780φ

       一

       10"16001150407430〃

       114365120960〃1350み

       12"4504

       1"600ケ
       一一一I

       合計21347210492497フ23577450"21104
       I-0』■一

 上ローの辿り年il;」の搬入電.は生原料で65500海となり大別,小別共に昨年より少なく儘かに

 中別が昨年を上回った。指導項目としては鮮度差均一を目的とした米蔵法並びに焙乾方法の改善
 を主体とした。

 ウニ加工指導は瀬戸内町詳島地区,与路島地区.徳之島田∫,笠利町において塩ウニ生藤を主体
 とした採卵法,虚飾欠切法について現地兆導を実施し,沿岸資源開発に対する意識の昂揚に努め
 た。

掴当者実鳥可夫

藤田薫
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 魚肉チーズの創製についての基礎試験w

 一国型物の熟成と総'まとめ一

 I現在までの経過

 魚類加工食品をその原料魚から見ると.魚体のまムを利用したものと,肉質'部だけを採取して

 加工するものとに大別される。前老は製品とした時'姿型,を商品価値判定の一要素とすること
 が比較的多いので.原料魚の大小均一さなどによって加]二すべき製品の種鋤…限定され,その
 品質を左右する場合が案外多い。併し,肉質剖だけを矛■」周する加工食品は,源湘の形を余り問題

 とほいいわゆる"潰しもの・に多く見られ,数種類の原料を混合して用いることも可能で・製品が
 画一的た姿型にとらわれない利点がある。その代表的食品が"かまぼこ。であるが,近年魚肉ソ
 ・セージ,ハムもまた'煉り物、の主たる食品として,広く・般消費層に濠透し;その固定した

 需要は我々の食生活形態や嗜好の推移を如実に物語っている。この食品は"かまばこ、の様にr

 足』や『白さ』をさ程強く要求しないので,小型の多獲魚や赤身魚など原料輪の撰択混合か比較

 的自由で安価な製品を得易いこと,保存がき上食品としての型が魚肉に畜肉様食感を附与させた

 従来の魚類加工食品に見られない漸執さを持っているなど,商品としての有利た条件がr股消費

 名に受け入れられている倣んの様である。

 本試験はこの様な点に着目し,安価た魚を片!いて.その大小や均.さ等,原料彪態の条件に制

 約されない"演じた。状態の魚肉の単用または混片」で製造可能な,かつ既存の魚瑚、リ江食品とは

 趣きを異にする如き製品について検討し『魚肉蛋白が乳酸.腫酵により凝固する」事実から,乳(

 カゼイン)蛋白を魚肉蛋白と置き換えることにより,原理的には"魚肉を舳寸としたチーズ釦似

 食品.が出来るのではないかと言う考えカから出発したものであ乱
1)2)3)

 水産動物肉に乳酸菌を作用さ一寸て,腿臭を除く試みやチーズ様食品とする報告,'更に

 乳酸菌を加えたぺ一ストの製造4)や魚介肉を加味した乳製品類似食品の製造5)だと.乳液菌
 と魚肉を組み合わせた既存食品の改良や.魚類に農産加工品の特徴を取り入れようとした新食品

 の創製に関する試みはかたり多い。そしてそのいず舳ても共通することは,原料にタイやイカ等の
 白身肉を月汎・ていることである。これは,乳製品の風味や組緒..色調の均質さが特有のものであ

 るため,魚肉を乳製品堀似'バ)のとすろには地液,脂肪などクセの少ない白色肉を用いるカが好

 結果を与える理由からと思われる。併し,いわゆる白身魚は徴して鮮魚の状態で高値で取り引き

 される現況から見て,本試験では本県に多蛙される比較的安価プェアジ、サパ等の有色魚を特に原

 料煎として取り上げ,チーズ類似食品とする加工去について稜々検討を行なって来た。
6)

 その結果ま既に詳報した通りであるか・要約すると"重合燐酸塩の稀薄溶液と橿潰魚肉の
 混合物を潮時放置して二,魚肉繊維を十分膨潤せしめた後これを掩伴しつつ加温し,彌鹿しした漉

 液を常法により乳酸発酵せしめて得た凝固物を圧搾脱水するカ法、により,可溶性蛋白のみの利

 用と棄なって廃棄部分も少なく.原料魚肉の90%を固型物として回収し得た。その固型物はま

 た魚臭を伴わず。組織は均質かつ白色潤摺な吐のでふ。り,一応満足すべき結果を示した。
 併し、乳製品中チーズは組織.色調の他特に風味を重要視する食品であり,その品質基準とし

 て.特有砺味を有し異常磁酵臭や苦味,不潔臭や酸鼻を鵜ずるア〕とされている。チーズの
 ・・般的製法を大別する1と、原料乳を駒」l11させて圧糊占唾物を得ろ第1工程と,それを熟成ゼしめ

{バー



 る第2工程に分かれ,風味は第2工程で醸成される。前述の.魚肉を乳酸醗酵固型物とする工程

 はチーズ製造の第1工程に相当するものであり,この固型物に風味を附与してチ・ズ類似食品と

 するには更に熟成工程を経なければたらない。

 皿回型物の熟成と風味

 1.乳チーズの場合;熟成によって生成されろ風味はチーズの品質を決定づける重要な要素であ
 る。熟成カ出まチーズの種類.(含水量)や,それに関与する微生物など1で異なるが,熟成によ

 ってチーズの基本的組成である蛋白質と脂肪が分解されて特有の風味が生ずる。この風味がい

 かなる分.解生.成物に因るものかは現在のところ明らかではないが,蛋白分解物中ある種の遊離

 アミノ酸と,脂肪の加水分解による各校の揮発甘脂肪酸が風味1こ対して矛要な背景となっ一てい
7)8)

 る様である。そのうち最も著しい変化は蛋白慎の分解でムるが。山本等はこの分解
 過杵を観察し,熟成物拙のチーズ蛋白はレ=/ネット酵素によりペプトン迄分解され,それ以後

 アミノ酸に至ろ分解は,スタ.タ・として加え無一数に増殖した乳酸菌の酵素が関与すること,

 スターターを加え方いチーズでは昊!=成による了ミノ酸の生成が僅少で。かつ香味の乏しいこと

 を舳=糺,スターターとしての乳酸菌とアミノ酸及ぴ香味の生成との関係を明らかにしている。

 2・魚肉を原料とするものの場合;魚肉を原料とする本試験の場合・レニ/ネット酵素を用いす乳
 .一頁菌によってハみ凝三・111セしめるものであんから,その圧綱榊」物の熟成に関考する微生物は乳

 一11-ll・土とたり,また帥;!物の主成分で力。ろ蛋白質や若干の魚脂肪及ぴ乳チーズの含脂}(20

 ～30%)と同1州こ守るため添、りけろショートニング・オイルやマーカリノ等の1・1・1型脂は,乳チ

 ーズのそれとは本質的に.異なろむで,これらが亭;成によって分牌される生洗物は乳チーズとは

 全く違うもので左。るうことが予想され、当然それに関与する喬昧も異實の{川とたる筈で辛る。

 i勺1・1て魚肉を原料とづろ場合・その糾五は孔チーズの常識でま一jり切れないものかあり。特有の・香
 味やつ喋味をそのま土熟」吏摂作によって得ようとするのは無理があると思われるが,処理工程を

 一若干変えた二,三・⊃試料を長期膿」放措1した時との様た香味を呈寸ろかについて雄かめた結菊ま

 次の旭りである。

 皿魚肉を原科とするものの熟成試験
 前述の隙に乳チーズの香味は生成される了ミノ酸と密接な関係を有することから,本項でも蛋
 白分解に重点を置いて,表1の様に試料処爬を区分し,乳酸菌酵素と市販の蛋白分解酵素剤の単
 独又け併用1による効果.及び固型脆(マーガリノ)の添加,無添加の柵皇を律した。
 その結1=栗を表2に示サが要約すると次の倣でおる。
 t紬織:。ついて

 詞.神別に見て観察結果が大きく異なる与順は。脆さ,粘調さ.弾力の三項で,繊密さ,光沢
 は大同小異である。乳チーズでは'滑らかな粘網さ,適度の弾力,脆さのたいしなやかな.組
 織を一般的な特欠としているが、試験試科'1」,比較的(厳密にはかなり典賀のものであるか)
 これに近い状態を示寸のか⑦(酒辛蜻け)でま.り,次いで缶Q⑪となっている。
 2一食感について
 全般的に饅臭は詰められないか,触臭,鰍昧,及びマーガリノ添加のものはその臭気と昧,

 柿渋様臭気と収飲味(渋味)等程度の差はあるが認めらオ1一'好ましい芳香.は全く感1二ら
 れたい。また.うま味を顕著に凧じたものは㊥だけで、同時にき幸灼て粘願な滑らかさを有するが,
 他の試料は1王とんどうま味'一t午く・舌にザラック異質麻(.耳1肉ソー一ヒージ様食感)を認める。⑪㊨
 では,酒粕瀞ナのものが良好な結果を示したか,これは間型物自体から醸成さわたものではな
 く漬粕の影響が欠き、・と足おれる。
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 表1試料区分「その1)

       ＼螢～仰に関与Tlる主よゆ固型脂(・一一カリン)圧搾固他物'■一■一一^■一〇一水分㈲P亙熟政カ法
       無添加4.2圧搾整理任表面に防徽剤       ⑦^〔口1L68.06S.0       赤絵榊       1

       1』...'〃45しソルビン読1%アルゴー・I一'■■■'
       6乳酸菌と市販の酵素剤鮮湘添加.珊.0       2艶ル液)を塗付してパフ.乙二L、
       θ菌」皿の鮮素剤使用1〃5馳40ンで被覆し15℃に6カ.
       出ク臼ムり;一}・・啄」153.O42       3月放置

       一

       o〃無添加50工i40

       乳嫉菌のみ添加41.0蝸       4、酉榊,?込み1ヵ月常温故ピー■」'一'■一I一味榊買込み〃一'一'■       ⑮㊧繍!て榊一触1汀二390酒粕偵込み4佃雨・、買込み。
       '

註

 竺竺二士■十.雀デ、
 1・市販の艀素剤:ビメブラーゼSP4

 漬込用湖・日:酒仙0、獅苫2.

 味昨牙:昧帽10.ク

 試牟;区分(と川1)(ω…三;一

 、・焼酋可06を貞.く{見合し走拒ったも1り)
 ψク
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 表2.放置後の状態
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                一＼区分観察事項兀。沢力;                色調の均'さ撤を,=さ1う時つ一一の切紬噌峻粘(滑ら刷か意`_さ〕理臭貰{昧■砕奥マ臭1いブ∫とリ味ンのそ1,1・の阜(〕柿渋旨味収飲昧(渋味異応質Iず感睾(ラξ主に〕イ1枯('滑ら欄かきさI一■一`一'
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                il一一±ト一圭三十±一'一十                 一『一一一用止一寸一I''一一'.二.十冊二..二、十ト山二一→=・1■^一                ・1.一1丁皿■.十'[朴
                =」

 註冊;失わめて顕老=・十ト;景f」皆,十;侑か㍑{ろ・士;}Iんど洲〕十
 一一,全くjll一パ

 3。試r・1匁⊥旦埣と1ε・十目j生;=よろ薙≡≡I,とfち氷
 .』市以て、その組緋.が■千一ズに比較的近い→、ソ⊃として挙け“ニカ(i匡τ.・、;j一～)㊥θ㊥の処

 刈渋(戸1.その1)に共→“'1寸ることは.乳懐1'±㍗)影¥、≡ン形影コ…して市跡の分解酵ブ」剤吐)み{史用

 している、点である。この“は・鮒肉を居“辛I!とするぺ二・の象り友分;雇に1・㌦乳酸一春より…rしろ
 蛋白分解酵素'}」…べ.前点な一;世一一いた方が.にり妙果1ギjてあ'=〕ことを示して,ハろ.。'土た,そのためには
 本高.鰍に1史.Ll」した鮮こ百二'†一]ビオプラー・せの最適P"が中性附近てよ。ることぺj,乳殺菌と確素剤
 但f用ノ)ムの(,④6))があまり:吐くな、、観蓼宰弄キ少…をオ三したこと等か㌧考宍二こあらφ生じめ毒…店1物「を力口
 熱殺菌し乳嚴生舳てよる'・〃の絆時的殴Fを抑制することか.群メ㍉刊の作刀」を一より効果的た
 らしめるものと二ξえらオーる〕

 f手しこの」1!、;合,膀才{・..ぺ食感1・1∠よはす刎井=1よ…デ1才=1'⊃水分.P∬,固ψ1言の添,無添によっ
 て少古rまt・であ4コ中な一「亡r、弄丘繊のj二一1で.見られた良好打桔果か写…階≡の食応二一致したのけ◎だ
 けで,舳の吐灼て・けかプ■〕かけ離.れた.r・.,1・号'・う{示し,特1・=†.」欄さウ)点で明らかテニ柵違か見.られ

 た。この理申につい(・細納1の粘禰さと併千jずる壷白一=ゴの分・雌呈睦を測定してい古いので明
 らかなこと1∫分らない1」,一応1者えらハニ』1・パ・二,らては畔素責1」によつて外見」二の枯欄さ・を不
 す伯1度にまでは分炉消化され,同時に㊥ではかたり多.lr添加〕、・1卸利脂がそれ紀補助的効果
 を与えたこと,f†し・その消化杵吐が食忠におし'てr・二事枇;.を然寸る杜に辛て一は圭£)なかりたこ
 と,反面㊥では,水フ上か字く,Pπば{か一㍍いことからその酵素州ヒ七進み,吐心に比べて粘
 欄化も円滑に行別机戸/ジ。けないか・等てあみ。その他,!古山」胴の添州⊥一1E二月.かけの組織
 の改工、.には役立つ/一・.・それが・7一カリンの払台長組曲倣i3す」。と、らまり好士しくたい臭気とし
 てだ、じトれろ様にたる。二

 w総得r一]な今防の問題点
 前に述べたカ㍉現ナースの牙・1土、中,畑',大きた変化は蛋一白倒の分チー「.一であり,それに関与ゴる
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 のが,レンネヅ1喚酸1佃各鵬てあ・'が,本試験ではしノネ/ll・用いず乳酸菌だけで凝
 1.司させたものだがか成にあづかるのは乳離菌だけである。岐・うら砕後に残された問題はこの

 'F叱との栂なカ法で酬火さゼるかと言う点にしほられる。前項の結果ては,

 熟に対する乳離菌自体の働らきはほとんど問艶にならず,圧搾脱水時に添ヵ一」した市販の酵素斉一」

 によるもののカが効果的であっナらこの事からその宍」リ。文には蛋白分解酵素剤を使用1することに

 重点をおいた方法を取るべきだと、皆.われ、そのためには酵素剤に対して作用し易い条件を与え

 る事が必装・であり,次の事項についての再検一計か望まれる。

 t間型物のρ∬と水分の適正化

 ○戸冴,凝固物は乳酸菌の生産する乳酸によってのみ生成されたものでかる為,そのp冴
 は働、ね4.5以下であり,更にこれを加熱殺菌したい状態では凝固物生成後の処理士程に

 おいても次第にp〃ま低下する。必要以上の酸度は酵素作用を阻害し熟成を長びかせ.

 食味に悪影勢を与えるため,'・∬を5-0～5.5の範剛に保つ様な方法の検討。

 0水分;水分の多輿ま熟成日数と変敗に関係して来る。高水分は酵剥乍用の好条件とな
 り,帥以其」帽1を短縮するが反面裂敗のおそれも出て来る。低水分ではその逆とたるぺ変

 敗はまた,戸〃とも関連.かあり,酊項の結果ではp∬4.5以下では水分70%牟搬でも

 変敗は認められなかったか、これを5.0以上とした時変敗しない、かつ酵一素作用を円滑

 ム1らしめる水分量の確言島

 2.比較的酸性に±㍍二ρπを有づる分11鼎素剤の利用

 本試紬で映州したビオプラ`セの最適P〃は中性陥近に払るか。固型物の戸∬4.5,5-O
 附近で活嬢に作用し,かつ分1」一一において苦味を生成したい椋な他の艀素剤についての検討

 3.田1]巷1肺の捜択と,そのi添力口嶋=其月

 撫固物生成後添川」する固挑旨は,外兄上の組織の改良には効果的だヵ㍉それがマーガリ

 ンの批合は長期問の烈火地俣で好ましくなL一種のクセ臭を一与える様になるので,そハ添

 加時期を放置熟成後のし(1ψろプロセス(殺菌煉合)行札にもりて行くこと,及び長期放置し

 てもクセ臭を生じたい他の油脂(固酬旨に限定しない)についての検討。

 4.その他

 前項,食^で認、められた渋味叉は苦味は,酒粕漬けのものには感じられなかったところ

 から漬斗白利用による速然法の検就

Vあとがき

 乳類」以外の原料を用いてチーズ類似食品とする方法は,既に公開2〕3)9)10)1「)された
 ものたけでもかなり多い。その他二.三の研究機関や民固企英一においても1同様の誠一みがなされ

 ている様であるか,その目的とするところは安価な原料を加工して,その原科価値を高める橡

 '新食品。を開発しようとするところに友る。併し塊笑には未たその生産が企業的頬,橦.て・なさ

 れていないところから・この種σ)食品が同功る商品として!抹完1火の現状にあるものと思比れる。
 一これを商品として完成さ・けるためにどうしても解決しなければならない欠きた間趣は.消費者

 に受け入れられる僚な"風味の附与。であ灸公開された・輸省・ではいずれもその香味を乳チーズ

 に準じた方法で酸1水しようと試みているか,こオ1にはかたり尚匙がありそうて=ある。たとえば,
 魚肉を原料とする場合乳類と魚肉ではその蛋白賀と脂肪か本質的には全く夫たるものであるか

 ら,その熟成法をたとえ乳チーズと同峡処理しても,生」ムこされる『一走昧や香気は自ら異質のもの
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 となるだろうことは容易に婚像される。したがって前項で挙げた"総描的な問題一点、は.今後これ

 を商品として完成される様た方向へ検討されわぱならたいことは勿論であるか,そのためにも

 敢えて乳チーズにとらわれたい。.魚を原料とすz一もの独し'1の番昧。を醸成することを第一義と

 することか,問題解決のためてきわめて矛要な出といわわぱなら六い。
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真珠養殖場定期観測

 近年,ノ、ムえ、圭1〕'挟・を好jめとす二〕師夫・大島本.}.泊}・一」入江1,二“1・・こ・1・かい、をゴ三体・にし六こj'螂辛岳対…

 業・打"入植を昂る似にたり・}^し珠益榊場として期しく開発…1よ).としでい三1理状であZ川砥
 して大島本j;1.托{一…、一{1ルリ水質は逐日制史ポく芋■=」澄で、水～{。'.、ニトに鱗■.lj一一1二{∴;漉生.物は少心一1と一.・

 う一残的鮎向を示」一っ一,こ}1も,～峡や入江の存在する㍑大1二よって㌢少・ピ入一一柵を典に十ゐO

 こヒバ長一ζ似一～1山～,1り妙)海仙こついて,そ一!→一i一一{や1」I11{一1に上二1j芝1!.1二!㌧で:叶りことけ,

 今改り".妹コt舳F小1).上1=二心・1凄!^ことで11一。二〕!)て,fパ…111.11∫一・.1.j.トニー一一」1土.りが一」。ミ任,.一に」支択し;!一二人

 珠1i:町さ舳=ついて字剃1.今年H,lr亡主として1舳1湾を=ヨ1市し一1-1冊こ・'j1一以'リ什1内,二!ぺIつ1.(で茸・1何

 様鮒1i二た宛!一㍉)て{、'I果看.幸』出I「二1j。'∫=上。■=1舳則{1」I司.舳■、払t∫に」ゾ、一大し'〔一介乖{{引き続さ行1二'う

 」∫・定=で辛。。一1・.・

 観・・111典!川1L11!一=1385至昭394好月1!一;l1句

 U観測舳場瀬州商“焼灼消)'1才1図)

 鯉汕、点、別【刈㌧.〃2レ'i)こリ」一■r{/定点11点

 ,二'徒・1損1」方法

 1.一次掠」'小、〔≡版;漁場を!I一、・二に走行しつつ何撫1=」=し川ζ=:て,そ。⊃一一1.・一紙から等I深線

 1・・=、一・j'2.・一:)㌔f・ll・い.'二。

 2・.{水紋.'ニフラー・一八ンー1柳;一・:一L3-0・グー㌦㍗・北」!賦採、ノK出11川いて1二水1.
 {1一沽一破1一一1・l1期11一でlr一定,0,101パ'も○1†別にボ1」・ニチレソ瓶、にに水1て『{'炊三11・二I1一ち

 一・と!一』一二。'ププノヶ1・二・ノ,'3、,ヘノヒン式つ,=二='1不ノド'伽一25)「5柳乳二r.引

 きとし,採集1」ら二10%ホルマリノ1i=阯後」一1疋に1王11した。右';・透[り吸、水ホ,l1答j,一・ゴ)も同

 日」一こ'観{1]1」し六二〇

 3.分析(水質リエ'j目

 え;.1素量,酸素量;一

 C.0.D:ア九カリ処ユ=則(.仁るヨードハリー

 ∫一,〃"。一",^q-w;比色法

観測結果

 ○本貫関係

 毎舳バつ舳洲.1』fを);二.点(11,ω11'1ノ・1、二ついて昌■j述すムと・1・lU、(つ斜廠をI土1!する一。つで,本

 車11占てばこ川i一を基僻11〔して全点1111,llj.)㌧つ平均11-1を鰍rlrlヨ1パ1=水1ビ、,これをその月の

 観測仙とし.であらわした(月一1'衣)。ま='=,榊伽草jビニついては全点(11一“、).f;一=ii々について

 の各、月の観洞」f-1'['リうち,水温,均一キ=■1,添存籔末≡.=に一一ついて㌔二■1み二字繊1㌧1て=2,1わし、湾.全体の

 汐・・)」;1力きを'.□る,'二.㍑1',鮒斗とい。二(一.才3≡・刈～一才引.1'」)。

 1.各月の観測依・11.点,の平均f1一'll)(オ1爽参照ノ

 イ)水

 ○年旧1を地じて水石.土が貞、1^」何を示す・1-1=エ9月(28℃行),」一1}低!1市;コ・2月(20て台)

 となって居り,そ○1川の水温一戸二け辛勺8℃て“て用1とだ,て○一1二仔はb月から6川(か
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 けて{.に上昇し,11から12月にかけて漸次■一F略する。

 ○水深による.水温の低下は,水深10m咳での範囲てば蝪茗な柵むU土らルニいっ・;一

 なわち,表増水温1/⊂比べて10mWり水温が,10～2月;こ～O・2-C{、],8,9

 月、史び3月;0.3～0・5℃仏目,4～7月;O・5～1.0℃仁警10汰芯て一ある。請た、

 表層と3ηリ曲とり水温五.ぱ,11～2月;0～J.1℃。9,10ハ;J-15℃,6～

 8月及び3月;0.25～O-35℃,4,5『;0.65～1。ぺC1八一で.士..∫、=三1,づ㌧温に対す

 ム3m鳩,rOm屑の水温遂.は年1-1を辿じて.ξ.'1肌)師同をノ∫,す、・

 ○換言すると,I瀬棚湾にあ・ける表1,11と下I胤つ水孔1{は一年bjして4,5、[l1州一えも大

 き■(,こし一=二時則は表層水湖と5川1・.以下の水沖、え・・1、も杣・ム寸みこと,逆に10ルニ1・ら

 2月にかけ・て''」:七の一木釘.'.・、1丁.・小さく表層水潴と3州1-1以下Iしつ水鮎.う小り変二一ないこと

 そして6～9月及ぴ3月ωjく!皿t左は納二共1㌧j)'・i」!舳い1口。5叶C■j;欣)を示う'こと.なと

 がうか=う・え∠、、なふ・,昭利39年4月は,他り月;二比較してj」く一砕ノ1、拐(23し),二.3

 〃」。斗ミ,1口〃同水温(21℃)より}一三党に問いことカ=錘;測」さ=れナこ。

 ○獅札押蛮■つ繕己{上ヰ1-r'1二を.1川其月一つ一晩i勺存喜に一;“{ナゐ・亡.一一,と上ヒ寺まづ㌧'=。と,川∫一イカ。1汝一㌧5、『;

 2～3℃.7月;0.5'C)rrI^'三〕o

 □)±息素量

 ○全般に大島海峡全域(つ蠣卦、…二は19シ育で11っ、一1.また一舳・ニナ戦一一.;.;一」.上榊」こ仏く
舳

 け1ξに高1、、1・1舳」を一丁寸も(一って一手1一ろ;5・,漱仙乃に九・いては水汽10〃(⊃・一{1長てIl・、t.必ず

 !{、そうIlI一一亡一{い。→な'つち34,5.8,ダニ【」各月ゼニー[、一1がr1ザ、{U.55～o。〔110∠レ1ooj
 21ア・r日月は必1=洲一.千州1、・0-01CルOO)1な・っ'こいる。一6・11,12}」二炉,ドゆ北1一榊・。
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 6.町=オL1当,湾口から火へ!^」^て.・ザつ;l1。し';:各・1'.一{(料が左1.',モ1つ両岸(南北)にか
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 寸,i111かに8月;ぞけが塩,{,椴幸にム・いて各触共立の分布状態か類似する一・リみである。
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 第1表各月の観測（定点11点の平均値）
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第1図  瀬相湾及び焼内湾位置図

 第2図瀬相湾の等深線図及び定点図

 fμf=一川ノ」)  (二L  .1、一三1スlj



第5図 瀬相湾等温線図



等温線図



等温線図



等温線図



等塩線図



等塩線図



等塩線図

第5図瀬相湾等酸素線図



等酸素線図



等酸素線図



 第6図瀬相湾と浜島湾（迫子浦）の年間平均水温
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 第1図動植物性プランクトンの比率
 と沈殿量の月別変化
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